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高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

　
令
和
元
年
度
対
象
者
の
接
種
期

間
は
３
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
平
成
31
年
４
月
以
降
に
転
入
さ

れ
た
対
象
者
等
で
予
診
票
が
お
手

元
に
な
い
場
合
は
、
健
康
推
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
接
種
し
な
か
っ
た
場
合
、

来
年
以
降
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
（
令
和
元
年
度
）

・
今
年
度
65
・
70
・
75
・
80
・

85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に
な

る
方(

令
和
２
年
３
月
31
日
現
在)

※
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
３
月

31
日
に
満
年
齢
に
達
し
ま
す
。

・
接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓・じ
ん
臓・

呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
に
一
定
の
障
害
を
有
す
る
方

※
既
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23

価
肺
炎
球
菌
莢き
ょ
う
ま
く
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ

イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）
の
接
種
を
受
け

た
方
（
自
費
で
接
種
し
た
方
も
含

む
）
は
対
象
外
で
す
。

費
用　
２
０
０
０
円

★
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
24-

２
０
０
３

令
和
２
年
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
に
、
火
災
予
防
意
識

の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

防
火
標
語
（
２
０
１
９
年
度
全
国

統
一
防
火
標
語
）

『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確

認　
火
の
用
心
』　

実
施
期
間　

　
３
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

重
点
目
標

⑴
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

⑵
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発

生
防
止
対
策
の
推
進

⑶
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

⑷
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

⑸
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進

⑹
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に

対
す
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹

底
⑺
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

《
３
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

《
４
つ
の
対
策
》

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
た
か
？

　
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
が

必
要
な
の
は
寝
室
で
す
。
寝
室
が

２
階
な
ど
の
場
合
は
階
段
に
も
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
管
内

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率

は
埼
玉
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
済

ん
で
な
い
方
は
早
急
に
設
置
を
、

既
に
設
置
し
て
い
る
方
は
定
期
的

な
点
検
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
ま

す
。（
公
社
）
本
庄
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
取
付
け
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
消
防

本
部
又
は
お
近
く
の
消
防
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
24-

８
３
９
２

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

活
動
期
間　
７
月
１
日
～
令
和
４

年
６
月
30
日
（
２
年
間
）

応
募
資
格　
利
根
川
付
近
に
住
む

満
20
歳
以
上
の
方

内
容　
日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知

り
得
た
河
川
の
情
報
を
河
川
管

理
者
に
連
絡
す
る

手
当　
支
給
予
定

締
切　
５
月
11
日
㈪
（
必
着
）

※
応
募
方
法
は
利
根
川
上
流
河
川

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.ktr.m

lit.go.jp/tonejo/
tonejo00599.htm

l

）
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

★
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川

事
務
所
占
用
調
整
課

☎
０
４
８
０-

52-

３
９
６
０

図
書
館
の
利
用
ル
ー
ル
が
変
わ

り
ま
す

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
に

図
書
館
の
資
料
を
円
滑
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
４
月
１
日
か

ら
、
利
用
ル
ー
ル
の
一
部
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

対
象　
返
却
期
限
の
翌
日
か
ら
30

日
を
経
過
し
た
延
滞
者

期
間　
対
象
と
な
っ
た
資
料
が
返

却
さ
れ
る
ま
で

制
限

①
新
規
貸
出
及
び
貸
出
延
長
の
停

止
②
予
約
、
リ
ク
エ
ス
ト
不
可

　
な
お
、
館
内
で
の
利
用
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
環
境
の
向

上
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
図
書
館
☎
24-
３
７
４
６

重
度
心
身
障
害
者
に
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
」
を
配
付

　
在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
（
初

乗
料
金
）
を
助
成
す
る
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
（
令
和
２
年
度
分
）

を
配
付
し
ま
す
。

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
の
方
、
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の

方
交
付
枚
数　
４
月
末
ま
で
の
申
請

は
28
枚
。
以
後
、
月
が
遅
れ
る

ご
と
に
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す

（
令
和
３
年
３
月
ま
で
有
効
）

※
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
料
金
改
定
に

伴
い
、
配
付
枚
数
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
助
成
金
額
は
、
タ
ク
シ

ー
券
１
枚
に
つ
き
初
乗
運
賃
相
当

額
を
助
成
し
ま
す
。

※
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
自
動
車

等
燃
料
費
助
成
と
の
併
給
は
で
き

ま
せ
ん
。

申
込　
３
月
19
日
㈭
か
ら
身
体
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
及
び
印

鑑
を
持
参
し
、
左
記
へ

★
障
害
福
祉
課
☎
25- 

１
１
２

５
・
蕭‌

23- 

１
９
６
３
、
支
所

市
民
福
祉
課
☎
72- 

１
３
３

３
・
蕭‌
72- 

１
６
３
０

〈
広
告
〉
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◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５

　
 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25-

１
１
５
５

本庄市長

ご縁あって･･･トルコ共和国ホストタウンの経緯
　本年開催される東京オリンピック・パラリンピック。
現在国内で感染が拡大している新型コロナウイルスの
影響が心配ですが、この困難が早く解決し無事開催で
きることを祈っています。
　本庄市はご縁あってトルコ共和国のホストタウンと
なっております。このきっかけは、地元の皆さまが弱
視の方の障害者サッカー「ロービジョンフットサル」
の日本代表チームを献身的に支援してきたことに端を
発します。
　5年ほど前から、サポーターが少なく合宿地の選定
にも困っていた日本代表チームに対し、練習会場の提
供や送迎、宿泊などの支援を始めたのが本庄市・上里
町の皆さまでした。塙保己一生誕の地であり、古くか
らサッカーが盛んであった当地のこの動きは、ロービ
ジョンフットサルの事務局を務める日本ブラインドサ
ッカー協会の知るところとなります。その後協会との
ご縁から、本庄市はパラリンピック競技のブラインド
サッカー（全盲の方の障害者サッカー）の、他国選手
の合宿地候補に名乗りを上げ、これまたご縁があって
トルコ共和国チームの合宿地に決定しました。昨年３

月には東京で開催された世界大会に出場したトル
コチームが本庄市で合宿をし、選手と小中学生の
ふれあい行事も行われたところです。
　しかし、昨年9月のブラインドサッカーパラリン
ピック欧州予選において、残念ながらトルコチー
ムは準決勝敗退。東京2020大会への夢は絶たれて
しまいました。大変残念な事でしたが、本庄市は
トルコ共和国のホストタウンであることに変わり
はありません。そこでさまざまな行事を開催して
ホストタウンの務めを果たすことはもちろん、も
しも他の競技種目のチームが本庄市を合宿地とし
て選んでいただけるならと、トルコ共和国の青年
スポーツ省大臣にも打診をしていたところです。
　この度、トルコ共和国「パラテコンドー」のチ
ームが、本庄で合宿したいとの話がきました。こ
れもご縁ですので、謹んでお引き受けしたいと思
います。詳細はまた追ってお知らせします。市民
の皆さまのご理解とご協力を、よろしくお願いい
たします。


